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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

憲憲法法考考
⑤

日
時　

６
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

30
人

講
師　

西
出
知
子
氏
（
接
遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
３
千
円

大
阪
市
西
部
・
東
部
・
南
部
地
区

洗
練
さ
れ
た
接
遇
・
マ
ナ
ー
基
礎
編

日
時　

７
月
７
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

久
保
茂
正
氏
（
和
泉
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

明
日
か
ら
す
ぐ
で
き
る
歯
科
鍼
灸（
入
門
・
実
習
）

日
時　

７
月
13
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
研
修
室
（
阪
急
高
槻
市

駅
・
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
徒
歩
７
分
）

講
師　

 

宮
地
秀
彦
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
部
歯
学
科
助
教
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　
　

定
員　

50
人

三
島
地
区
講
習
会

保
存
修
復
に
お
け
る
接
着
性
レ
ジ
ン
系
材
料（
仮
）

日
時　

７
月
13
日
（
土
）
午
後
５
時
45
分
〜
７
時
15
分

会
場　

保
険
医
会
館　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

田
辺
隆
氏
（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会　

歯
科
社
保

・
審
査
対
策
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

診
療
報
酬
学
習
会

保
団
連
の
診
療
報
酬
改
善
要
求
案
の
勘
所
と
レ
セ
プ

ト
審
査
の
現
状

日
時　

７
月
20
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
６
時

会
場　

と
み
も
と
歯
科
（
大
阪
市
港
区
）

講
師　

歯
科
臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
ス
タ
ッ
フ
５
千
円

定
員　

16
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す
。
実
習
は「
モ
リ
タ
」の
バ
キ
ュ
ー
ム
を
使
用

ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
た
め
の
バ
キ
ュ
ー
ム
テ
ク
ニ
ッ
ク

基
礎
編日

時　

８
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

会
場　

保
険
医
会
館

講
師　

臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

会
員
院
所
歯
科
衛
生
士
５
千
円

定
員　

15
人
（
先
着
順
）
※
１
院
所
２
人
ま
で

持
参
物　

 

顎
模
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
テ
ス
タ
ー
、
シ
ャ
ー
プ

ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
、
グ
レ
ー
シ
ー
ス
ケ
ー
ラ
ー

（
貸
出
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
申
込
者
に
は
、
開
催
要
項
と
正
式
申
込
書
な
ど
を
後
日
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
ま
す

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」よ
り
よ
い
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
の
た
め
に

映
画「
わ
た
さ
れ
た
バ
ト
ン

さ
よ
な
ら
原
発
」

無
料
鑑
賞
券
進
呈

橋下・安倍の共振関係
名古屋大学名誉教授　森英樹

当面の上映日程（６月15日現在）
日程日程 会場会場

６月29日（土）
堺市立人権ふれあいセンター大ホ
ール
10：00／14：30／17：00

６月30日（日）能勢町浄瑠璃シアター10：00／14：00
９月29日（日）大東文化会館サーティホール10：00／14：00
10月18日（金）吹田市立メイシアター中ホール10：30／13：30／16：00／19：00

壁一面、びっしりと田辺聖子作品を展示。
装丁の面白さも楽しめる。　　　　　　　

９
条
改
憲
求
め
て
や
ま
な
い
性
根

活
用
を
」
と
い
う
例
の
橋
下

発
言
は
、
国
連
も
含
む
内
外

か
ら
の
激
し
い
批
判
を
受
け

た
し
、
今
も
受
け
て
い
る
。

米
国
務
省
サ
キ
報
道
官
は

「outrageous
（
言
語
道

断
）
で
侮
辱
的
な
発
言
」
と

最
大
級
の
非
難
を
投
げ
つ
け

た
。
橋
下
代
表
は
こ
の
批
判

に
対
し
、
米
軍
に
関
わ
る
後

者
の
発
言
は
「
不
適
切
」
だ

っ
た
と
認
め
「
お
詫
び
」
を

表
明
し
た
が
、
肝
心
の
沖
縄

県
民
に
は
何
の
釈
明
も
な

い
。
沖
縄
県
議
会
が
こ
の
発

言
に
抗
議
し
謝
罪
を
求
め
て

も
、
で
あ
る
。
沖
縄
県
民
の

痛
み
を
感
受
で
き
な
い
こ
の

無
神
経
ぶ
り
は
、
安
倍
首
相

の
そ
れ
と
同
質
だ
ろ
う
。

　

橋
下
「
従
軍
慰
安
婦
」
発

言
の
方
は
、
今
も
維
持
し
て

い
る
。
そ
の
背
後
に
は
、
安

倍
首
相
を
始
め
と
す
る
ぶ
厚

い
「
支
持
」
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
２
０

０
７
年
６
月
14
日
、『
ワ
シ

ン
ト
ン
ポ
ス
ト
紙
』
にThe 

Facts

と
題
す
る
意
見
広
告

が
出
た
。
そ
こ
に
は
「
朝
鮮

人
女
性
が
そ
の
意
思
に
反
し

て
日
本
軍
に
売
春
を
強
要
さ

れ
て
い
た
と
す
る
歴
史
的
文

書
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

慰
安
婦（comfort women

）

は
性
奴
隷
（sex slave

）

で
は
な
い
。
彼
女
ら
は
当
時

世
界
中
の
ど
こ
に
で
も
あ
る

公
娼
制
度
の
下
で
働
い
て
い

た
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
橋

下
発
言
の
原
型
が
こ
こ
に
あ

る
。
ほ
ぼ
同
文
の
広
告
が
、

２
０
１
２
年
11
月
４
日
に

も
、
米
地
方
紙
ス
タ
ー
レ
ッ

ジ
ャ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ

こ
に
は
賛
同
者
と
し
て

「Shinzo Abe

」
の
名
が
あ

っ
た
。
す
で
に
９
月
26
日
の

自
民
党
総
裁
選
で
「
勝
利
」

し
た
直
後
で
あ
る
。
こ
の
広

告
の
直
後
に
安
倍
は
首
相
に

返
り
咲
い
た
。
内
外
の
批
判

を
受
け
て
も
、
繰
り
返
し
こ

う
し
た
態
度
を
表
明
し
て
や

ま
な
い
人
物
が
ト
ッ
プ
に
立

つ
日
本
政
治
―
。
橋
下
発
言

は
彼
の
創
意
で
は
な
い
し
、

そ
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
安

倍
と
の
相
違
は
な
い
。
２
人

し
て
、
日
本
の
戦
争
責
任
を

重
要
な
前
提
に
し
た
憲
法
９

条
が
受
容
で
き
な
い
の
で
あ

る
。

　

参
院
選
ま
で
に
限
っ
て

も
、
何
が
起
こ
る
の
か
、
ど

う
な
る
の
か
は
い
よ
い
よ
不

透
明
に
な
っ
て
き
た
。
肝
心

な
こ
と
は
、「
ど
う
な
る

か
」
で
は
な
く
「
ど
う
す
る

か
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
国
の

行
く
末
を
決
め
る
の
は
、
私

た
ち
主
権
者
な
の
だ
か
ら
。

 

（
お
わ
り
）

　

住
民
投
票
で
「
原
発
建
設

Ｎ
Ｏ
」
を
選
択
し
た
新
潟
県

旧
巻
町
（
現
新
潟
市
）
の
住

民
の
姿
を
描
く
映
画
「
渡
さ

れ
た
バ
ト
ン　

さ
よ
な
ら
原

発
」
の
上
映
運
動
が
取
り
組

ま
れ
て
い
る
（
当
面
の
上
映

日
程
は
表
参
照
）。
希
望
者

に
無
料
鑑
賞
券
を
進
呈
。
申

し
込
み
は
協
会
事
務
局
ま

で
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
維
新
の
会

・
橋
下
代
表
の
急
落
は
、安
倍

株
価
の
下
降
を
凌
ぐ
勢
い
で

あ
る
が
、橋
下
・
安
倍
間
に
は

共
振
関
係
が
あ
る
こ
と
を
、

見
落
と
し
て
は
い
け
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
が
改
憲
、
特
に

９
条
改
憲
を
求
め
て
や
ま
な

い
性
根
に
な
っ
て
も
い
る
。

　

「
従
軍
慰
安
婦
は
必
要
だ

っ
た
」「
在
沖
米
軍
は
風
俗

　

田
辺
聖
子
文
学
館
は
近
鉄

奈
良
線
「
河
内
小
阪
」
駅
か

ら
徒
歩
２
分
、
大
阪
の
名
門

「
樟
蔭
女
子
大
学
」
に
あ
る
。

　

１
９
４
５
年
、
17
歳
の
文

学
少
女
だ
っ
た
田
辺
聖
子
氏

は
伊
丹
近
く
の
航
空
機
製
作

所
へ
動
員
さ
れ
て
終
戦
ま
で

働
い
て
い
た
。
起
死
回
生
の

大
型
爆
撃
機
の
製
作
の
夢
破

れ
、
お
そ
ら
く
日
夜
米
軍
の

空
爆
を
受
け
て
い
た
こ
ろ
の

た
が
、
終
戦
に
よ
り
彼
女
の

文
学
へ
の
夢
は
よ
み
が
え
っ

た
。

　

64
年
と
い
え
ば
東
京
オ
リ

人
雑
誌
へ
多
く
の
寄
稿
を
し

た
り
の
精
力
的
な
創
作
活
動

の
延
長
上
の
結
果
で
あ
る
。

　

当
時
選
考
委
員
だ
っ
た
石

川
達
三
氏
は
田
辺
氏
の
飛
躍

を
予
感
し
な
が
ら
も
作
品
の

位
置
付
け
評
価
に
は
苦
慮
し

し
い
。
源
氏
物
語
の
現
代
語

訳
を
始
め
と
す
る
王
朝
女
流

文
学
へ
の
憧
憬
は
女
性
的
な

繊
細
さ
に
溢
れ
、
豊
か
な
大

家
族
の
中
で
生
ま
れ
た
お
嬢

さ
ん
作
家
で
あ
り
な
が
ら
、

コ
テ
コ
テ
の
大
阪
弁
を
駆
使

も
せ
ず
畏
敬
も
さ
れ
ず
親
し

ま
れ
て
多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛

さ
れ
て
い
る
。

　

ま
だ
現
役
バ
リ
バ
リ
で
あ

り
な
が
ら
歴
史
上
の
人
物
み

た
い
に
母
校
「
樟
蔭
女
子
大

学
」
に
は
立
派
な
記
念
館
が

建
ち
、
そ
の
中
に
は
数
多
く

の
資
料
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
と

と
も
に
、
夢
多
き
文
学
少
女

の
雰
囲
気
が
い
ま
だ
漂
う
現

在
の
書
斎
や
自
宅
地
下
室
に

設
置
し
た
飲
み
屋
風
の
部
屋

ま
で
が
複
製
展
示
さ
れ
て
い

る
。
壁
一
面
に
展
示
さ
れ
た

42
歳
か
ら
72
歳
ま
で
の
作
品

集
は
約
４
５
０
冊
、
装
丁
も

ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛
い
。

 

（
新
聞
部
・
篠
部
正
夫
）

ン
ピ
ッ
ク
の

年
、
36
歳
で

芥
川
賞
を
受

す
る
大
阪
の
お

か
ん
と
い
う
多

彩
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
、
石
川

中
島
飛
行
機
製
作
所
だ
ろ

う
。

　

阪
大
医
学
部
の
近
所
の
福

島
に
あ
っ
た
田
辺
氏
の
実
家

の
写
真
館
は
戦
災
で
焼
失
し

賞
し
た
が
と
っ
ぴ
な
こ
と
で

は
な
い
。
24
歳
の
時
読
売
文

芸
小
説
に
入
選
し
た
り
、
大

阪
文
学
学
校
研
究
科
や
関
西

労
働
学
校
で
学
び
な
が
ら
同

た
よ
う
に
も
読
め
る
。
彼
女

自
身
も
自
分
は
芥
川
賞
よ
り

直
木
賞
タ
イ
プ
だ
と
い
う
意

味
の
発
言
が
あ
る
。

　

そ
の
後
の
活
躍
は
目
覚
ま

氏
に
よ
る
「
無
数
の
雑
音
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
作
品
」

が
い
つ
ま
と
ま
る
の
か
時
の

推
移
の
中
で
菊
池
寛
賞
な
ど

著
名
な
文
学
賞
を
次
々
と
さ

ら
っ
て
、
つ
い
に
は
紫
綬
褒

章
か
ら
文
化
勲
章
ま
で
受

け
、
そ
の
成
功
が
ね
た
ま
れ
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文
学
少
女
の
雰
囲
気
漂
う
書
斎

田
辺
聖
子
文
学
館

田
辺
聖
子
文
学
館


